
額田歯科医院百年ことはじめ
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肩三 毛等ノート 中京舗矧こて写之とあ〇、四冊保存されているか手筋
学には歯牙漂白、移植術、全身麻酔まで、この頃には今では珍しい薮歯の仕
方が書かれている。

清三 緒方六治先生のスタッフとして、収吉もお世話になり、門下
生で六々会をつくる

清三 診痘風景 愚考さんが仰向けであるのは
〇日60年以降に限られたことではなかった。

額田晃作 大阪市中央区高語橋「 ・5 ・7

明治4〇年の頴田薗科、足踏みエンジン、ガス燈。代診の先生、書生さん如何におわす。

明治39年、河内の生駒山麓の水車を利用して燈明の油を搾る

ことを菜としていた私達の家も、石油という何倍も明るい光源

が入って来たことで転業を迫られ、祖父清三は様々を職業を試

み、はては玉造銀行等もやった末。名古屋で歯科医学を学び、

米国留学から帰国されたばかりの緒方六治先生の薫陶をうけ

て、堺筋に歯科医院を開設いたしました。

当時は船が交通手段であったのか「川蒸気を降りて何分」の

ポスター?が残っていました。堺筋拡幅のために現在地に移っ

たようで、あの頃は住まいとお店が同じで、偉業分離は阪神間

に家が建ちだしての頃で、私の代になっても祖父の患者さんを

何人か診せて頂きました。

祖父は53歳で亡くをりましたが、金箔充填が得意であったよ

うです。月曜日から診療所で暮らし、金曜日に町の人力車に乗

り、我が家の人力車が今里の祖母の里で待って乗って帰ったと

父吸音から聞いています。その膝掛けが戦後患者さんの膝掛け

になっていました。

父が篠山の連隊に入り、帰宅した時、祖父がどうしたことか、

門まで見送りに来たのが虫の知らせであったようで。私は写真

でしか知りませんが、当時としては巨躯で騒ぐ男の子(患者さ

んではないか)“の足を持って2階から吊り下げた話も聞いてい

ます。私にもその血が流れているか?そんなことはありません。

村の中を素裸で楊枝を蛭えて歩いていたことは、村は我が物の

百年も昔の表れでしょうが。とても私の及ぶところではありま

せん。

父政吉は学生時代、インドの烏といわれたほど真っ黒で1日

中グラウンドで過ごし、ショートを守って1人でトl)プルプレ



ーをやった話を聞きましたが、 55歳で廊下で空転を見せる運動

神経の持ち主で説明を聞くと納得させられましたから、これは

実話だと思います。 30歳で枚岡の町長に当選しながら高麗橋で

歯科医をやっていたり、大阪の開業歯科医で初めて京大から医

学棒士を受けて、さらに家で実験用の多数の犬を飼う準備まで

していましたが、仁科博士のサイタロトンを利用したエナメル

質の代謝機能は私の論文の参考文献として引用しました。宝塚

の斑状歯の研究はフィールドワークで、あの頃によくやったも

のだと、感心しきりであります。しかし、突然召集令状が来ま

した。現役の町長が、毎朝出征兵士を送る立場が逆になったの

は永遠の謎です。

父に主一度は満州へ2回目は内地で軍隊生活をやり、その時の

当番兵が桜井の病院で私の次男畠門の患者とわかり、私も小学

生時代、その方の蜜柑山へ訪れたことがあったりで嬉しい偶

然もあるものです。

父は軍隊から帰ってくると、高麗橋の診療所は焼失し、パー

ジで政治への復帰はならず、農地解放、財産税と痛めつけられ、

ご機嫌よろしからずながら、戦前から北浜から帰って来てやっ

ていたチエアーユ台の門屋の診療所で近鉄・額田駅から辻辻に

矢印の看板を出して、京城から帰られた祖父、清三の門弟の倉

橋先生と自宅開業するかたわら、食糧作りを始めました。肥桶

を前後にかついでふらつかなかったのは、野球や相撲で鍛えた

腰の強さでしょうか。

景気のよい人に買って貰った不動産の費用で終戦4年後にや

つと焼け跡に額田歯科を復興しました。研究まで意欲がわかな

かったのか懸命に患者さんを診ることと句作に専念していたよ

うですが、戦後初めてアメl)力の歯科学会へ日本を代表してフ

ィラデルフィアへ団長として行ったことが、駅まで父の艶をか

ついで上がった重さと共に思いだされます。

東区の歯科医師会のことはスタッフの先生方に恵まれ楽しそ

うにやっていました。 60蔵前に胃癌になり、私は胃潰湯とだま

し、 72歳で亡くなった時は大歯大の同窓会へ連絡しても梨のつ

ぶてで、なんとアンチ会長の論陣をはって皆に退会を呼びかけ、

自分はさっさと降りてしまっていたことは露知らず、私はその

頃、保存学教室に在職中でしたが、何もいわれることなく学生

指導や研究に励んでいました。

父は保険診療に違和感を覚えながら、私は電算医療になじめ

ず時代の速さを痛感しています。

歯科という医学は患者さんの訴えを聞き、術者が目で見、手

で触れ治療という手技を行うのですが、患者さんの要求される

ことを理解する能力、治療方針を説明できる自信、さらには信

用される人格が要求されます。百年の当院の過ごしてきた年月

は、それを充実したものであったと信じております。これから

も常に鋭敏な感覚をもって、患者さんと疾病の治癒のためその

視野を共有しをければならないと考えます。

収害 若き裸像

収吉の診痘室にて 焼ける前の診療所は2階にあり中央に
中産、温室があり、ゆとりのある感じであった。この頃は
嵐の前の静けさであったううか。

終戦後4年たってやつと額田

茜科が焼け跡に復興した。左

の日生ビルは石造りで無事、
右はまだ瓦顕のまま

戦後初の日米歯科医会との交流、団長としてフィラデルフィ
アへおもむく。


